
香美市議会だより第64号5

賛否が分かれた議案等に対する各議員の賛否の状況
会　　派 市民クラブ 自由クラブ 公明党 日本共産党 ※1 ※2 議長
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発　議 第３号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 欠 × 〇 〇 －

意見書案
第10号 × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 －

第11号 × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 －

会派欄の※１は「くらしと福祉を守る会」、※２は「香美市をよくする会」。
※「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「－」は議長につき採決に加わらず。

議
員
定
数
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を

　
賛
成
多
数
で
可
決

議
員
発
議
第
３
号

　
香
美
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
香
美
市
議
会
議
員
の
定
数
条
例
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
本
則
中
「
20
人
」
を
「
18
人
」
に

改
め
る
。
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）

　
議
員
定
数
を
２
人
削
減
し
た
場
合
、

年
間
約
８
９
０
万
円
の
財
源
削
減
と

な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
影
響
を
受

け
た
市
民
に
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
に
議
会
も
自
ら
身
を
切
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
近
隣
の
香
南
市
は
定
数
19

人
、
人
口
規
模
の
大
き
い
南
国
市
は

定
数
21
人
で
あ
る
。

　
議
会
運
営
に
お
い
て
、
２
人
減
の

18
人
と
な
っ
て
も
支
障
は
な
い
と
認

識
す
る
。

12
月
定
例
会
議

議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例は、14対４の賛成多数で可決されました。
賛成・反対の討論がありましたので、以下に掲載します。

賛
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討
論
（
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抜
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萩
野
義
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議
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反
対
討
論
（
要
約
抜
粋
）　
笹
岡　
優 

議
員

　
本
市
に
お
い
て
も
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政
見
通
し
や
人

口
の
推
移
、
他
自
治
体
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
議
員
定

数
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
議
員
数
の
多
さ
が
、
よ
り
多
く
の
住
民
の
意
見
を
反
映
す

る
と
の
考
え
方
を
改
め
、
い
か
に
し
て
自
ら
の
質
を
高
め
、

民
意
を
効
果
的
に
反
映
さ
せ
る
か
を
基
本
に
、
議
員
自
ら
が

重
い
決
断
を
も
っ
て
身
を
切
る
こ
と
が
、
議
会
改
革
の
ひ
と

つ
の
形
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
議
員
定
数
を
減
ず
る
本
案
に
賛

成
す
る
。

　
議
員
定
数
問
題
を
考
え
る
と
き
、
外
し
て
は
な
ら
な
い
の

が
地
方
自
治
の
二
つ
の
役
割
、
団
体
自
治
と
住
民
自
治
だ
。

こ
の
住
民
自
治
の
直
接
の
窓
口
が
地
方
議
員
で
は
な
い
か
。

　
地
方
自
治
法
第
91
条
で
は
「
人
口
１
万
人
か
ら
２
万
人
未

満
で
26
人
、
２
万
人
以
上
５
万
人
未
満
で
30
人
」
と
法
定
数

を
定
め
て
い
る
。　

　
近
隣
の
、
南
国
市
や
香
南
市
の
行
政
面
積
を
議
員
一
人
当

た
り
で
割
る
と
、
９
㎢
以
下
だ
が
、
本
市
は
３
倍
以
上
の
29

㎢
に
も
な
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
は
苦
し
ん
で
い
る
。
急
峻
な
中
山
間
地

を
抱
え
る
本
市
に
お
い
て
市
民
の
声
を
日
常
的
に
聞
き
、
市

政
に
届
け
る
こ
と
が
今
、
特
別
に
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
定

数
減
は
、
住
民
自
治
の
縮
小
、
議
会
の
機
能
を
弱
体
化
さ
せ

る
方
向
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
討
論
と
す
る
。

議会のうごき


